
補助事業番号 2021M-157

補助事業名 2021年度水質保全を目的とする水環境計測用化学センサの構築補助事業

補助事業者名 九州工業大学 清水陽一



Na5DySi4O12 ディスクのXRDパターン
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Li1.5Al0.5Ti1.5(PO4)3 ディスクのXRDパターン
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1mm間隔

⾦スパッタリング

⾦ワイヤー

Oxide

NASICON

Buffer : フタル酸 or リン酸⼆⽔素カリウム Stirring

Na5DySi4O12 +Oxide

⾦ワイヤー

ワイヤー保護膜

drop : 0.1M, 1M NaNO2

or 0.1M,1M KH2PO4



素⼦図と測定系
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まとめ
• ナトリウムイオンおよびリチウムイオン固体電解質を合成した。
• 固体電解質と酸化物（oxide1,2）*を組み合わせたセンサがリン酸⽔
素イオン、亜硝酸イオンに応答した。
• 応答は、固体電解質の種類の影響を受けた。

＊）未発表データのためoxide1,2としています。また、データーの⼀
部もデフォルメしています。ご了承ください。

本研究は、JKA2021補助事業の⽀援を受けて⾏ったものである。関係
各位に感謝します。
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